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4. 学⽣によるゼミ案内  
〜うちのゼミ紹介します！〜 
国際社会学部では、3 年⽣からゼミを履修します。（注：指導教員が開講する専⾨演習が「本ゼミ」です。
普段は「ゼミ」と呼びます）教員の指導を受け、ゼミ仲間との議論を経ながら⾃分の研究を磨き、最後に
卒業論⽂としてまとめることになります。…といっても、ゼミの具体的なイメージがなかなか湧かない、
という学⽣も多いのではないでしょうか。そこで、既にゼミを経験した皆さんの先輩の声の⼀部を、ここ
に紹介します。ゼミ⽣の声から、ゼミの雰囲気を感じてみてください。 
 

地域社会研究コース  ⽣駒美樹ゼミ 
⽣駒ゼミは⽂化⼈類学の⼿法を学べるゼミで、主に東南アジア専攻の学⽣が所属しています。⽂化⼈類学はフィールド

ワーク調査が必要なため、ゼミでは学⽣が卒論のテーマに関連する⽂献を持ち寄り、⼀緒にその⼿法を学んでいます。

⽣駒先⽣は穏やかで優しい先⽣で、学⽣の意⾒を肯定しつつ様々なアドバイスを提供してくれます。⾃分の興味がまだ

明確に定まっていない⽅も、⽣駒ゼミを通して⾃⾝の新たな興味を⾒つけられるはずです。そしてゼミ内では、⽂献を

読んだ後に学⽣がそれぞれの所属地域での事例を共有したり、⾝の回りの⽣活とも照らしながらするため、毎回刺激を

受けること間違いなしです。また、⽣駒先⽣が実際に赴いたフィールドワークの経験も話してくれるため、フィールド

ワークの雰囲気や全体像を細かく掴むことができます。新しい⾒⽅や発⾒を得ながら、⽇々の「あたりまえ」に問いを

投げ掛け合えるそんな場所が⽣駒ゼミです。（S.N.  K.F.９）

地域社会研究コース  ⻘⽊雅浩ゼミ 

⻘⽊ゼミはいわゆるモンゴル語科の語科ゼミですが、先⽣はロシア語や旧ソ連地域の事情にも通暁しておられます。私

はロシア語科の所属で、卒論でもロシアの問題をテーマにしましたが、⼿厚い指導を受けることができました。モンゴ

ルはもちろん、ロシア・旧ソ連地域について扱いたい学⽣にもおすすめできるゼミです。１⼈あたり１コマ分の時間を

使って発表し、先⽣とゼミ⽣の指摘を受けながら卒論の内容と⽅向性を修正できます。この発表と修正の繰り返しが卒

論全体の完成につながります。先⽣から特に念⼊りにご教授いただいたのは論理的整合性や問題へのアプローチについ

てでした。これらの点をしっかりと検討することは、どんな卒論にとっても重要です。また、私の卒論テーマは他のゼミ

⽣にとってあまり馴染みのない分野でしたが、だからこそ説明不⾜の部分を客観的に指摘してもらえたことも勉強にな

りました。丁寧な指導と議論の場が開かれていることがこのゼミの特徴です。（中崎諒）

地域社会研究コース  ⻘⼭弘之ゼミ 

地域研究の意義、それは「劣化する智への最後の⽛城」(先⽣の⾔葉をお借りして)。遠い中東の情報も⽇本にやってくる

ようになった現代社会。「内戦」「⺠主化」「イスラーム」といった便利な⾔葉によって中東の事実が歪められたり隠れ

たりしていませんか？このゼミでは、批判的な⽬も持ちながら、様々なツールを使って、中東で本当に起こっている事

実を分析します。ここで使えるのが、現地の⾔語、⽂化への理解、留学や交流を通して得た⼈々の考え⽅、「肌感」です。

⻘⼭ゼミでは、3 年⽣で「テロとの戦い」や「膠着するシリア」など、先⽣の専⾨と関連した分野の本に関して議論しま

す。4 年⽣になると各々⾃分の関⼼あるテーマ（中東に関わっていればOK）に合わせた本を持ち寄り、議論します。と

ここまで書いてきましたが、難しい話ではありません。あなたの中東への好奇⼼を⼊り⼝に、中東の世界へ没⼊し、私た

ちとともにその魅⼒に浸ってみませんか！？（⼤屋千寛）

地域社会研究コース  ⼤⽯⾼典ゼミ 

“おいしい”(OISHI) ゼミの⼀番の特徴は、地域・⾔語に縛られず、⾃由に研究テーマを設定できることにあります。⾃

分の専攻地域に限らず、今の⾃分にとって最も関⼼のあるもの（農業、⺠族、料理、⾳楽、ダンスなど）をテーマに研

究を進めることができます。⼤⽯ゼミでは、「フィールドワーク」を主な⼿法としていますが、そのフィールドは遠く

離れた海外に限りません。⾃分のバイト先や所属しているサークル、通い慣れている場所など、普段の⽣活圏がフィー

ルドとなることもあります。「⽇常をフィールドワークする」という視点の⼟台を作るために、3 年春学期にはフィー

ルドワークに関連した書籍の輪読を⾏います。「ゼミ」と聞くとなんだか堅苦しく感じますが、⼤⽯ゼミには常にアッ
トホームな雰囲気が漂っており、研究に息詰まった時には、いつでもゼミ友や⼤⽯先⽣に相談できる環境が整っていま

す。のびのびした環境で、⾃分のやりたいことにとことん向きあってみませんか。（⼩森まな）

地域社会研究コース 菊池陽⼦ゼミ 
菊池ゼミでは語科・専攻地域に関わらず東南アジアに興味のある学⽣が所属しています(私もポルトガル語科です！)。
東南アジア地域に関することであれば研究の時代や国は幅広く、各々が興味のある分野を研究することができます！担
当の菊池先⽣はラオス史を専攻なさっています。ゼミの活動は本・資料の輪読が中⼼で、ゼミ⽣全員の意⾒を聞きなが

ら理解を深めていきます。2024 年度の春学期には東南アジア・アジア諸地域の戦後の政治指導者についての本を輪読

しました。秋学期には 1930 年代にカンボジアで発⾏された新聞の⽇本語訳の輪読を⾏い、当時の状況や筆者の主張を

考察しました。ゼミ⽣の⼈数はあまり多くありませんが、その分全員の意⾒や考えをしっかりと聞くことができるのが

良い点だと感じています。東南アジア地域に興味がある⽅は是⾮お越しください！他地域の⽅も歓迎です！（伊藤澪
⾥）
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地域社会研究コース  ⽊村暁ゼミ 

⽊村ゼミでは主に中央アジア地域に関連する事柄について時代や学問領域を問わず、⾃由な研究が可能です。ゼミ⽣は

各⾃卒業論⽂の執筆に向けテーマを設定し、授業内では各⾃の興味関⼼に基づく発表 (論⽂批評、訳注) を⾏います。具
体的な授業形式については相談の時間が⼗分に設けられており様々な形式を考えることが可能ですが、いずれも毎回の

発表に向け各学⽣の⾃主性と独⽴性を重んじている点は本ゼミの特徴と⾔えます。発表の後には学⽣同⼠での質疑応答
と情報共有、そして先⽣からの研究⼿法や論の組み⽴て、翻訳や形式に関するきめ細かなアドバイスを受けることがで

きるため⾃⾝の研究プロセスをじっくりと振り返りながら修正、進⾏してゆくことが可能です。「もうすでに卒論のテ

ーマが決まっている」という⽅も、「まだ研究テーマが決まっていないけれど中央アジア/旧ソ連地域の研究をしようか

な」という⽅も互いに気負わず各⾃のペースで研究が可能ですので、当該地域に少なからぬ興味関⼼がある⽅はぜひ⽊

村ゼミをご検討ださい。（今井啓太）

地域社会研究コース  久⽶順⼦ゼミ 

久⽶ゼミは「美術史研究に精⼒的に取り組みたい⼈」または「⾃分が本当に興味を持つテーマについてのびのびと卒論

を書きたい⼈」におすすめします！現ゼミ⽣の前者と後者の⽐率は 3：7という肌感です。先⽣は、⻄洋美術史全般や建
築・⽂化・⾳楽などに造詣が深くいらっしゃり、美術史に興味がある⽅には最適な研究環境です。ゼミでは 1 年を通し

て 1⼈約 4回、個⼈の興味関⼼について⾃由にプレゼンをします。あやふやな興味を⾔葉にして整理する絶好の機会で

す。それをしっかり受け⽌め新しい視点や情報を提供してくださる先⽣と、等⾝⼤で質問し合える専攻⾔語・地域が様々

なゼミ⽣は、探求⼼を育てる素晴らしい⼟壌になってくれます。このゼミには強制の課題や研究テーマの縛りが無いか

らこそ、⽇々⾃発的に⾃分の興味関⼼を模索し⽂献にあたることがとても重要です。そんなゼミ⽣を、先⽣は卒論の執
筆からその⼼理的な⾯まで、きめ細かくサポートしてくださいます。（陰⼭真依）

地域社会研究コース  倉⽥明⼦ゼミ 

倉⽥明⼦先⽣のゼミでは、主に「歴史」を軸に中国・⾹港地域を考えます。ただ、対象地域は上記に限定されず、シン

ガポールやマレーシア等、幅広く取り扱われます。ゼミ形式に関して、三年次では事前に論⽂を読んでレジュメを作成

し、授業で疑問や⾃分の考えを話し合います。私は「容閎ー⽶中間で揺らぎ上昇する境界者」「中華料理のモダニテ

ィ」という論⽂が印象に残っています。歴史上の⼈物の⽣き⽅や当時に残された⽂献から、現在の問題を考える上での

多⾓的な視点と知識を得られ、卒業論⽂を書く際に⼤いに役⽴ちました。四年次は卒論執筆が中⼼で、先⽣と相談しな

がら⽅針を決めてきます。卒論のテーマは⾃由。それぞれの興味関⼼に合わせて、卒業論⽂に取り組むことができま

す。学⽣個⼈の関⼼と主体性が尊重された中で学びを深めることができるゼミだと思います。「中国」「⾹港」「歴
史」(＋関連した地域やテーマ) に関⼼がある⽅、ぜひ倉⽥ゼミへお越しください。（相⾺佳菜⼦）

地域社会研究コース  鈴⽊義⼀ゼミ 

鈴⽊ゼミはロシアを中⼼とした旧ソ連圏諸国を対象とした地域研究を学ぶゼミです。政治・経済・社会・外交といった

社会科学の諸分野からテーマを選ぶことができ、対象となる時代も近代から現代と幅広いのが特徴です。実際に現在所

属している学⽣のテーマもアルメニア現代政治や帝政ロシアの⺠族政策、ソ連外交史など多岐にわたっています。3 年
春学期のゼミでは当初⽰された課題⽂献を読んで学⽣がそれについて発表を⾏い、それを基にした議論を⾏います。春
学期終盤から秋学期は卒論を⾒越して課題⽂献の選択が各⾃のテーマにあわせて⾃由となり、議論もそれぞれの専⾨に

あわせて深まります。そして秋学期末には卒論の予⾏練習として 16,000 字程度のゼミ論⽂を執筆し、こうした準備を

踏えて 4 年次には卒論執筆に取り組みます。近現代の旧ソ連圏を対象にした地域研究を⾏いたい学⽣を鈴⽊ゼミは歓
迎しています。（⼩副川将剛）

地域社会研究コース 芹⽣尚⼦ゼミ 

本ゼミでは歴史学的な⼿法を⽤いて⾃⾝の関⼼領域を広げ掘り下げていきます。指導教員である芹⽣先⽣はフランス近
世史をご専⾨とされていますが他の地域、他の時代を扱うことも可能です。授業の流れとしてはまず学期始めに⾃分の

関⼼分野について扱った⽂献のリストを各々作ります。分野があまり定まっていない場合は先⽣と相談しながら仮テー

マを設定します。リストができたらその中から読む⽂献を選びレジュメを作成し発表を⾏います。発表が終わるとまず

は⽣徒同⼠で質疑応答を⾏い、その後先⽣からの講評をいただき関連する記事や動画を紹介していただきます。分野選
択も発表も個⼈の裁量次第ですが先⽣もゼミ⽣も真摯に⾃分に付き合ってくれるゼミだと思います。フランスの歴史に

興味がある⽅、フランス語で卒業研究をしたいと考えている⽅、テーマが明確でなくとも歴史学をやりたい⽅、ぜひ⼀

度ゼミの雰囲気を⾒に来てください！（K.K.）

地域社会研究コース 左右⽥直規ゼミ  

左右⽥ゼミは主に島嶼部東南アジア政治社会史がメインテーマとなっていますが、最終的にどの分野に焦点を当てるの

かは各⾃の興味に委ねられており、ジェンダーや伝統⽂化、教育、宗教など、ゼミ⽣の関⼼は幅広いです。3 年次前半で

は共通の⽂献を読み、「社会のあらゆる物事は時の流れの中で作られ、なくなり、変化する」という視点を養います。3
年次後半からは各⾃の関⼼分野に関する⽂献を読み進め卒論執筆に繋げていきます。先⽣からはいつも親⾝なアドバイ

スを頂け、さらに基本的には少⼈数なゼミなので、ゼミ⽣同⼠でも普段から刺激し合える環境に⾝を置けます。私はこ

のゼミに⼊って、はじめて学問や興味を追求することの楽しみを実感できました。時には学業に追われたり、⾃分の未
熟さに悩むこともあるかもしれませんが、やりがいを必ず感じられるゼミだと思います。東南アジアが好き、卒論を頑
張ってみたい、そんな⽅におススメです！（津⽥詩⾬）
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地域社会研究コース 巽由樹⼦ゼミ 「⼀次史料をもとに、⾃分ならではの解釈や問いを⽴てる」。巽先⽣のこの⾔葉
のもと、本ゼミではロシア史やメディア史を中⼼とした多様な研究テーマを掘り下げることができます。3年次では

「史料とは何か？」という問いを⼊り⼝に、ソ連期の雑誌や新聞などを⼀次史料とした実践演習を⾏います。ゼミ⽣は

⾃分で選択した史料の分析、考察を発表し、他のゼミ⽣や巽先⽣との議論を通じて理解を深めることができます。この

ような演習を通じて、⾃分の興味関⼼を発⾒し、卒論テーマを⾒定めていきます。卒論執筆時は、⽂字通りマンツーマ

ンで巽先⽣と繰り返し⾯談を⾏い、先⾏研究集めから章⽴て、原稿執筆を進めます。柔和な笑顔が素敵な巽先⽣の周り

には、語科を超えて学⽣が集まる傾向があるようで、温かく、穏やかな雰囲気のゼミです。アットホームな巽先⽣とゼ

ミ⽣に囲まれて、「⾃分らしい問い」に向き合いたい⽅はぜひご検討ください！（恩⽥はな） 

地域社会研究コース  千葉敏之ゼミ 

私が千葉ゼミを通して得たものは、本気で学問に向き合ったという⾃信と、知ることの喜びだといえます。そしてその

考えは卒業して５年が経った今も変わらないままです。千葉ゼミでは、毎講義に中世ヨーロッパ世界との新たな出会い

があます。そしてその出会いを最も喜び、最も真剣に向き合っているのは千葉先⽣といえるでしょう。ゼミ⽣はそんな

先⽣の姿をみて、新たな知を得る機会は皆に平等に与えられていること、それから、純粋な知的探求の喜びを知ること

になります。千葉ゼミを通して体得する、⽂献の読み⽅・史実の捉え⽅・考察の論じ⽅、すなわち歴史を⾃分なりに解釈
する⽅法、その作法は⽣涯を通じてあなたの武器であり、新たな知という喜びをもたらす財産になります。卒業後、エレ
クトニクス企業に勤め、現在は縁あって南⽶に暮らす私⾃⾝、新たな世界に触れる度にそのことを実感しています。是
⾮あなたにも、⾃⾝の知的好奇⼼の赴くままに、先⽣と共に中世ヨーロッパ世界に没⼊する、そんな千葉ゼミでしかで

きない経験をしてほしいと思います。（中野遥⾹）

地域社会研究コース 登利⾕正⼈ゼミ 

登利⾕ゼミではパキスタンやアフガニスタンを始めとした南アジアについて、歴史、政治、⽂化など幅広いテーマを学

⽣⾃⾝の興味関⼼のもと選択し、理解を深めることができます。ゼミ⽣はウルドゥー語専攻の学⽣が多いですが、ペル

シア語やヒンディー語など専攻に関わらず南アジアに関⼼のある学⽣が集まっています。授業では南アジアに関連した

論⽂や書籍を輪読し、ゼミ⽣で出し合った論点をもとにディスカッションを⾏います。取り上げる⽂献はゼミ⽣の関⼼
によって選ぶため、⾃分の研究テーマについて知⾒を広めることが可能です。また三年春学期の段階で卒論構想報告を

⾏うなど早い段階から卒論テーマについて考えることができるため、⻑い時間をかけてじっくりと卒業研究に取り組む

ことができます。先⽣もテーマ選定や研究⼿法について親⾝になって相談に乗ってくれるため、充実したゼミとなって

います。（神⼭登輝）

地域社会研究コース 藤井豪ゼミ 

藤井ゼミでは主に朝鮮近現代史を通して、フェミニズムや⺠主主義について学んでいます。これらについて学ぶことは、

社会で不可視化されてきた⼈々の⽣と抵抗の声を聞くことでもあり、⾃分の思考の背景にある規範や固定観念を打ち破
るきっかけにもなり得ます。今までのʻ当たり前ʼを疑うことで、⾒えていなかった世界が広がり、⾃⾝のあり⽅にも向き

合うことができると思います。⽇常のちょっとした違和感を⾒逃さず、細分化しながら⼀緒に考えていきましょう。ま

た、ゼミは学⽣の関⼼に沿った様々な⽂献を毎週読み、議論する⽅式で⾏われます。外部からゲスト講師をお招きする

こともあり、⼈との繋がりと対話を⼤切にしています。ゼミはアットホームで⾃由な雰囲気で、先⽣やゼミの同期、先輩
後輩関係なく話せる賑やかなゼミです！ぜひ藤井ゼミで学んでみませんか？（加賀⽥聡⼦）

地域社会研究コース 宮⽥敏之ゼミ 

ある地域にまつわる「モノ」や「コト」に関する分析をもとに現地の経済、政治や社会を紐解いていく。こうした研究⼿

法が宮⽥ゼミの⼤きな特徴です。ですから、宮⽥ゼミでは、学⽣⾃⾝の中にある「好き」や「気になる」を研究の出発点

にすることができます。多様な⽂化や社会が混在する東南アジア地域を扱うゼミらしく、ゼミ⽣⼀⼈⼀⼈の興味関⼼も

バラエティに富んでおり、コメ、⾃動⾞、ダム、乳製品、縫製品など、その切り⼝は多種多様です。異なるテーマに挑戦
するゼミ⽣が互いに学び合い、⾼め合える環境があります。しかも、指導教員の宮⽥先⽣は、普段のゼミの授業でも、卒

業論⽂の指導の際も、研究の⽅向性のヒントとなる有意義なアドバイスを数多くくださります。ひとつの「モノ」や「コ

ト」を多⾯的な視点から捉え直した上で、⾃分なりに問いを⽴て、その答えを探るという営みを⼤事にしています。こう
した営み通して、地域に根ざす視点や社会を俯瞰する⼒を養うチャンスがあると感じています。東南アジア地域のよう
に温かく活気ある雰囲気の宮⽥ゼミで、⼀緒に学びましょう！（⽥澤⽇緒⾥）

地域社会研究コース ⼭内由⾥⼦ 

オセアニア地域・先住⺠族研究を専⾨とする⼭内先⽣のゼミです。3 年次は、ゼミメンバー共同で⽂献の精読を⾏い、⽂

献を読む⼒を鍛える時間になります。ひとりひとりに発⾔や質問の機会が多く、「読んでみたい⽂献や題材があれば」

と、学⽣の興味関⼼をいつも積極的に取り⼊れてくれます。定期的に先⽣との個⼈⾯談の時間があり、卒論に向けて⾃

分の興味関⼼を⾒つけ、調査・執筆に向けて⻑い⽬で進めていける環境です。特定の地域や分野の専⾨知識というより

研究の基礎⼒をつける学び⽅なので、各⾃の研究テーマは様々です。穏やかでのんびりした雰囲気ながら、研究に対し

ては真摯で丁寧なゼミで、研究って難しいなと感じるときも少なくありません。けれども、⾃分の望む学びを、根気強く

熱⼼に実現できる素敵な場所だと感じ、ゼミを卒業した時には必ず⼤きな⼒となるだろうなと思う⽇々です。⾃由に貪
欲に学びを求める⼈に、おすすめの場所です＾＾（松原咲） 
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現代世界論コース 上原こずえゼミ 

専攻⾔語や地域の垣根を越えて、学⽣⼀⼈ひとりが難⺠や観光、病や社会運動など関⼼を寄せるテーマを設定し、共に

／友に学ぶのが、上原ゼミの特徴です。パソコンとばかりにらめっこするのではなく、ゼミ⽣や先⽣を誘って実際に現
場に⾏き、学外の⽅からお話を聞くことで、⼤学外の空間でも学びを深めていきます！ゼミでは学⽣が主体となり、テ

ーマに関して報告・議論をします。3 年次には沖縄の⼈びとが置かれた戦後の歴史について輪読することで、「歴史」や

「開発」といった、私たちがこれまで⾒聞きし⾝につけてきたことばを反芻します。4 年次には各⼈のテーマを他のメン

バーと話し合い、個⼈の課題を皆の課題として受け⽌め、卒業論⽂を磨き上げます。なによりも、和気あいあいとした雰

囲気のなか、皆で学んでいくのが最⼤の魅⼒です。あなたの関⼼は私の関⼼！ぜひ、学びを共にしませんか？（⽔上有

紀）

現代世界論コース  ⼩野寺拓也ゼミ 

「上限」については柔軟に対応する−4 年最初のゼミでのこの⾔葉通り、ゼミ⽣の意欲や積極性に応じて⼩野寺先⽣は

親⾝に指導してくださいます。図書館にない貴重な⽂献を惜しみなく何冊も貸してくださったり、⽇々の課題や卒論に

関するアドバイスをたくさんくださったり…また、就活などと⼗分に両⽴できるよう、このゼミでは⼀⾜早く 3 年⽣で

卒論準備の⼩論⽂を執筆します。これは他のゼミではあまり⾒ない取り組みだと思いますが、問いの⽴て⽅や論⽂の書
き⽅などを早い段階で学ぶことで、落ち着いて卒論に取り掛かることができます。欧語⽂献と格闘したり先⽣のコメン

トを必死でメモして卒論の内容に頭を悩ませたりする中で、確実に⼒がつくはずです。「⼤学⽣活で思う存分学び切っ

た！」という経験は⼀⽣の財産になると思います。ドイツ近代史についての様々な問題関⼼を持ったゼミ⽣と切磋琢磨
しながら、⼩野寺ゼミで充実した 2 年間を送りませんか？（⼤熊葉⽉）

現代世界論コース  ⽥邊佳美ゼミ 

国際社会学と聞いて、どんなイメージが浮かびますか？ぱっと答えにくいかもしれません。例えば紛争のニュースを⾒

聞して、「現地の⼈は今、どんなふうに⽣きているんだろう？例えば⼥性は？移⺠は？労働者は？」と考えたことがある 

なら、本ゼミでの学びが合うのではと思います。ゼミ⽣はそれぞれ異なる問題関⼼を持っていますが、社会全体の⼤き

な流れを掴みつつ、そこで⽣きる個々に⽬を向ける⼈が多いです。授業内容は⽂献購読とディスカッションが中⼼です。

⼤きな特徴は⼆つ。⼀つ⽬はゼミ⽣の関⼼に合わせて⽂献が選ばれるところ。毎年多様な学⽣が集まりますが、先⽣が

それぞれに合ったテーマで本を⽤意してくれます。⼆つ⽬はディスカッションが盛んなところ。背景には安⼼して発⾔
できる空気感があります。「⾃信がないな」と思いながら⾔ったことでも、先⽣をはじめとしたメンバーが真摯に受け⽌
めてくれます。⽂献の分からなかった部分を皆で考えたり、内容に引き付けて⾃⾝の体験を共有したり、議論は多岐に

渡ります。ピクニックや懇親会もあり、先⽣や先輩への相談もしやすい環境です。（Fさん）

現代世界論コース 中⼭智⾹⼦ゼミ 

⽇々変わりゆく世界の中で理不尽を感じつつもなにもできないまま過ごしているあなたへ。これまでの⼈⽣で「正しさ」

や「普通」という概念に疑問を抱いたことはないだろうか。中⼭ゼミは、その⼩さな「違和感」を出発点に、⾃分の内に

ある根源的な問いに向き合い続ける場だ。それは決して簡単ではない。これまで⽬を背けてきたことに正⾯から対峙し、

⾃分が信じてきたものが崩れ落ちる感覚に陥ることもある。でも⼀⼈ではない。同じように強い問題意識を持ったゼミ

の仲間たちと意⾒をぶつけ合い、刺激を与え合いながら成⻑する⽇々は、かけがえのないものとなるだろう。⼊ゼミ後

は、三年次春学期の基礎⽂献の輪読、論考の共同執筆に加え、三年次秋学期には⼀⼈でゼミ論⽂を書き、四年次では卒論

執筆に取り組む。語科も学年も越えて、様々な価値観を持つ⼈たちと時間を共有することで、世界を眼差すレンズを磨
いていく。これが本ゼミの神髄である。「違和感」をそのままにしない。あなたのレンズの先には、何が⾒えるだろう
か？（樋⼝優未）

現代世界論コース  真島⼀郎ゼミ 

“⾃分は世界のどこに⽴っているのか”という共通の問いのもと、様々な分野に関⼼を持つ学⽣が、それぞれのテーマにつ

いて思う存分思考を深めることが出来るゼミです。研究テーマは多様ですが、各⾃でただ黙々と論⽂執筆に取り組む問

いうわけではありません。むしろ、ゼミ友同⼠で研究テーマを共有し、友のテーマも⾃分事として⼀緒に考え、⾃⾝も新

たな視点にであうというのが真島ゼミの⼤きな特徴です。毎年真島ゼミ⽣は、素敵なゼミ友との出会い、皆で⼀緒に励
まし合いながら書き上げた論⽂に誇りを持って卒業していきます。私たちの⾝近に存在する“なにごとか”。そのまえで怒
り、悲しみ、混乱し、考え、考え、考える…。そんな真島ゼミでの、⽇々を振り返るころ、以前の⾃分には想像もつかな

かったような地点に⽴っていることでしょう。（⽂美友）

現代世界論コース  梁英聖ゼミ 

「⼤学は、社会とは別の時間が流れている。それは、真理を探究する時間だ」――梁英聖先⽣がおっしゃったこの⾔葉は

梁ゼミを表す⾔葉としてもぴったりだと思います。ゼミでは、レイシズムと資本主義の関係を批判的に分析する思考⼒
を⾝につけるため、古典を精読して社会理論を学びます。2022 年度秋学期にはフーコーの『監獄の誕⽣』を読み、理解
できるまで徹底的に教わりました。レジュメ作成や発表を積み重ねていく⽇々は、決して楽ではありません。しかし、普
遍性を持つ理論を学ぶことは、社会の別のありかたを構想する上で必ず役⽴ちますし、どんな疑問にも真剣に向き合い

丁寧に答えてくださる梁先⽣のもとでの学びは、とても楽しく、研究室には密度の濃い時間が流れています。知識や理

論を⾏動や実践に結びつけている梁先⽣の⾔葉は、鋭く、強く、優しいです。梁ゼミで、共に真理を探究し、「⾃分」と

いう⽣の在り⽅を⾒つめ、創造してみませんか。（⿃倉捺央）
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国際関係論コース ⽚岡真輝ゼミ  

⽚岡ゼミでは、記憶が集団によって形成されるメカニズムやその社会的影響を研究する記憶論を学びながら、その考え

を国際関係学や社会学などといった幅広い領域の事象に応⽤して⾃分の興味や関⼼に合わせた研究ができるゼミです。

そのため、様々な語科の学⽣が所属しています。授業は、事前に設定されたテーマに関するディスカッションやプレゼ

ンテーションが中⼼となって⾏われます。リラックスした雰囲気のゼミであり、多様な語科の学⽣同⼠の仲も良いため、

それぞれの専攻地域の⽬線からの意⾒交換が活発に⾏われ、広い視野を育て、新たな興味関⼼を育むことができること

が魅⼒です。また、卒論では⾃分の専攻地域や関⼼に沿った柔軟なテーマ設定が可能です。記憶論や歴史学、政治学、国
際関係学に興味がある⼈はもちろんのこと、様々な⼈と関わりながら⾃分の視野を広げたい⼈や⾃分の興味関⼼を追求
したい⼈にもおすすめです！（廣⽥希）

国際関係コース  篠⽥英朗ゼミ 

私たち篠⽥ゼミでは平和構築について扱っています。平和構築？堅苦しくて難しそう…なんて思ったそこの貴⽅！篠⽥
ゼは先⽣のユーモア溢れるお喋りと個性豊かな同期や先輩に囲まれた暖かい空間です！先⽣は私たち学⽣に親⾝に寄 

添ってくださり、進路相談だけでなく⽇常の悩み相談にも乗ってくださいます。同期や先輩との繋がりも強く、ゼミ合

宿や⾷事会、就活体験談共有会も開催されています。研究テーマは平和構築のみに限定されておらず、昨年の卒業研究

のテーマもクールジャパン政策や⽇本的経営からウクライナ侵略やイエメン内戦まで、⼀⼈⼀⼈の興味に応じて様々で

した。3 年⽣で扱う MECE や PCM は就職活動にも役⽴っています。もちろん国連⽂書読解や紛争分析⼿段学習も⾏
います。省庁や独⽴⾏政法⼈を志す⽅にもおすすめのゼミで、先⽣がゼミ内で貴重な裏話を共有してくださいます。就
職実績も良好です。篠⽥ゼミ⼀同、後輩のみなさんをお待ちしています！（伊吹玲緒）

国際関係コース  松永泰⾏ゼミ 

「巨⼈の肩の上に⽴つ」という⾔葉をご存じでしょうか。ニュートンが⽤いたことでも有名なメタファー、先⼈たちの

業績の上に現代の新たな知⾒や学問の進展が⽣まれることを意味しています。松永ゼミは、そうした知⾒に富む卒業論

⽂を書くために巨⼈の肩を⽬指して登っていくようなところです。ゼミで扱うのは政治、社会、国際関係といったテー

マで毎学期のはじめにゼミ⽣の関⼼を聞いてから先⽣が決定します。⼀昨年の秋は Historical Institutionalism (歴史的

制度主義)、昨年はポピュリズムや極右政党の台頭 (春) とその背景にある社会・政治的構造 (秋) でした。毎週新しい⽂

献を読むため課題量は少なくありませんが、専⾨的な英語にも少しずつ慣れていき、学期末には確かな成⻑を感じるこ

とがでます。また古典から最新のものまで様々な社会科学の理論との出会い、問題設定や⼿法からの学びもたくさんあ

ります。先⽣の解説を通してその分野に関する知識を得るだけでなく、⽂献の中でどのような論理展開が⾏われている

か分析する⼒をつけられることも魅⼒です。広く政治や国際的な事象に興味を持つみなさん、ぜひ松永ゼミで⼀緒に巨
⼈の肩の上からの景⾊を望んでみませんか？（中村響）

 
＊サブゼミとは？ 本学では、指導教員とは別の教員が担当するゼミを履修することも可能です。このこ
とを、通称「サブゼミ」と呼んでいます。皆さんの先輩の実体験から、サブゼミの利⽤法を⾒てみまし
ょう（なお、全てのゼミがサブゼミを開講しているわけではありません。サブゼミを履修する際には、
必ずその担当教員と事前に相談しましょう）。 

私は本ゼミとして⼭内由理⼦先⽣のオセアニア地域研究演習に参加しながら、サブゼミとして⼤⽯⾼典先⽣のアフリカ
地域研究演習に参加しました。⽂献研究がメインの本ゼミとフィールドワークを重視するサブゼミに参加したことでよ
り包括的な学びに繋がりました。サブゼミでは、国内外でフィールドワークを⾏なってきた学⽣の発表を通して、イン

タビューの⼿法や現地の⼈々との信頼関係の築き⽅などを学びました。こうしたサブゼミの環境に強く影響され、臆病
で海外経験に乏しい私も国外のフィールドに⾜を踏みいれることができました。同時に本ゼミでの⽂献研究のおかげ

で、いざ現地に⾏った際に「これ、あの本で読んだぞ！」という、知識と実体験が重なる瞬間が多くあり、⾃らの研究

対象への理解を深められました。最初は不安に思うかもしれませんが、本ゼミとは⼀味違う）ゼミに参加してみると、

刺激的で有意義な時間になるのではないでしょうか？（⼭本万智） 

 

 
 

 


